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「主
しゅ

の祈り
いの   

」を応
おう

唱型
しょうがた

で祈る
いの   

          三笠
み か さ

教 会
きょうかい

 主任
しゅにん

司祭
し さ い

 浜崎
はまさき

眞
まさ

実
み

 

古代
こだい

世界
せかい

では、すべての現 象
げんしょう

、人間
にんげん

が

把握
はあく

できることを「神
かみ

」としました。太陽
たいよう

や月
つき

などを神々
かみがみ

としてそれに膝
ひざ

を折
お

り、神々
かみがみ

の

安楽
あんらく

のために、人間
にんげん

を神々
かみがみ

に仕える
つか      

奴隷
どれい

と

して作った
つく       

と考え
かんが  

、複数
ふくすう

の創造
そうぞう

神話
しんわ

を残
のこ

し

ました(ギルガメシュ叙事
じ ょじ

詩
し

など)。そして王
おう

だけを「神
かみ

の子
こ

」「神
かみ

のかたどり」として尊い
とうと 

存在
そんざい

としました。社会
しゃかい

構造
こうぞう

が神話
しんわ

と偶像
ぐうぞう

に

束縛
そくばく

され、固定化
こ て い か

されたのです。王制
おうせい

が当
あ

た

り前
まえ

の古代
こだい

社会
しゃかい

では、その正当化
せいとうか

のための

神話
しんわ

をつくり、「神
かみ

のかたどり」は王
おう

だけでし

た。神話
しんわ

とは、古代
こだい

世界
せかい

の人間
にんげん

社会
しゃかい

を神々
かみがみ

の世界
せかい

に投影
とうえい

したものです。それは一
ひと

握り
にぎ  

の

富裕層
ふゆうそう

がその特権
とっけん

を享 受
きょうじゅ

し維持
い じ

する装置
そうち

です。そのような 状 況
じょうきょう

で聖書
せいしょ

(旧 約
きゅうやく

全書
ぜんしょ

)

の思想
しそう

は、古代
こだい

オリエント
お り え ん と

の創造
そうぞう

神話
しんわ

におけ

る抑圧
よくあつ

と差別
さべつ

を克服
こくふく

しようとするものです。

聖書
せいしょ

の人間
にんげん

観
かん

は王
おう

だけを 尊い
とうと  

ものと

見なす
み   

のではなく、すべての人
ひと

、 男
おとこ

も 女
おんな

も

等しく
ひと    

「神
かみ

のかたどり」として創造
そうぞう

された

(創世記
そうせいき

１ 章
  しょう

26−27節
せつ

)と語ります
かた      

。日本
にっぽん

国
こく

憲法
けんぽう

の３原則
げんそく

の一つ
ひと  

「基本的
きほんてき

人権
じんけん

の尊 重
そんちょう

」

の 宗 教 的
しゅうきょうてき

な表 現
ひょうげん

です。すなわち、「神
かみ

や

仏
ほとけ

の前
まえ

では、すべての人
ひと

は等しく
ひと    

尊い
とうと  

」こ

とを詩文
しぶん

の 形
かたち

で物語
ものがた

ったのです。 

ごく一部
いちぶ

の権力者
けんりょくしゃ

に都合
つごう

のいい社会
しゃかい

構造
こうぞう

を維持
い じ

する古代
こだい

世界
せかい

の創造
そうぞう

神話
しんわ

に対して
たい    

、そ

の神話
しんわ

の世界
せかい

を脱して
だっ    

代案
だいあん

として編
あ

まれた

のが聖書
せいしょ

です。特定
とくてい

の 宗 教
しゅうきょう

の経 典
きょうてん

だけ

でなく、人類
じんるい

の知的
ちてき

遺産
いさん

の一つ
ひとつ

です。その

聖書
せいしょ

(旧 約
きゅうやく

全書
ぜんしょ

)によって自ら
みずか 

の価値観
か ち か ん

を

形成
けいせい

し、精神性
せいしんせい

や生き方
い   かた

を育んだ
はぐく    

のが、

４   月号 
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ガリラヤ
が り ら や

で活動
かつどう

したイエス
い え す

です。彼
かれ

が周り
まわり

に

集って
あつま    

来た
き  

人
ひと

たちに教えた
おし    

とされるのが

「主
しゅ

の祈り
いの  

」です。キリスト者
き り す と し ゃ

で知らない
し    

人
ひと

は

いません。キリスト
き り す と

教
きょう

学校
がっこう

や幼稚園
ようちえん

でも

唱えられて
とな         

います。 

キリスト者
き り す と し ゃ

が唱える
とな    

「主
しゅ

の祈り
いの  

」を「呪文
じゅもん

」で

なく、ナザレ
な ざ れ

のイエス
い え す

の実践
じっせん

(イエス
い え す

運動
うんどう

)の

「合言葉
あいことば

」であったと想定
そうてい

し、試み
こころ 

として応答
おうとう

形式
けいしき

の祈り
いの  

の文言
もんごん

を作成
さくせい

しました。ガリラヤ
が り ら や

に生きた
い   

イエス
い え す

の使
し

信
しん

である「 神
かみ

の国
くに

＝

人間
にんげん

による人間
にんげん

の支配
しはい

でなく神
かみ

の統治
とうち

」の

内容
ないよう

を盛り込
も  こ

んでみました。 

 

＜主
しゅ

の祈り
いのり

＞ 

ひとり：いのちの 源
みなもと

である神
かみ

の呼びかけ
よ    

に応
こた

え、抑圧
よくあつ

と差別
さべつ

にめげない人
ひと

たちのうめきと 

叫び
さけ  

の祈り
いの  

に心
こころ

を合わせ
あ   

 「主
しゅ

の祈り
いの  

」を唱
とな

えましょう。 

みんな：天
てん

におられる私たち
わたし    

の父
ちち

よ 

ひとり：この地上
ちじょう

の権力
けんりょく

(＝ 父 権 制
ふけんせい

など)に縛られ
しば    

服 従
ふくじゅう

を強いられて
し     

いる人
ひと

にはるかかなたでは 

なく、すべてを包み込む
つつ   こ   

「天
てん

」におられる神
かみ

だけを(詩篇
しへん

139) 

イエス
い え す

は父
ちち

とするように招
まね

きました。(マタ
また

23：9) 

家族
かぞく

や他人
たにん

の世話
せ わ

になっていても、嫌
いや

なことは嫌
いや

だと言って
い   

もいい、そんな世界
せかい

を 

ひらいてくれました。 

みんな：御名
み な

があがめられますように 

ひとり：私たち
わたし   

を包み込む
つつ  こ   

神
かみ

は、「悪人
あくにん

にも善人
ぜんにん

にも彼
かれ

の太陽
たいよう

を昇らせ
のぼ    

、正しい
ただ    

者
もの

にも正しく
ただ    

 

ない者
もの

にも雨
あめ

を降らせて
ふ    

くださる方
かた

」。(マタ
また

5：45)  

     能 力
のうりょく

や地位
ち い

に関係
かんけい

なく、生かされて
い    

あるいのちは祝福
しゅくふく

されています。 

     いのちあるものを生かす
い   

神
かみ

の働き
はたら

を生活
せいかつ

の場
ば

で見いだし
み    

、まわりに指し示す
さ  し め  

ことが 

できますように。 

みんな：御国
みくに

がきますように、 

ひとり：「神
かみ

の国
くに

はあなたがたの 間
あいだ

にある」(ルカ

るか

17：21)とイエス
い え す

は語り
かた  

、人間
にんげん

による人間
にんげん

の支配
しはい

 

を否定
ひてい

し、神
かみ

のみが統治
とうち

する道
みち

を示して
しめ    

くださいました。 

私たち
わたし   

が、あわれみや施し
ほどこ 

の実践
じっせん

で満足
まんぞく

することなく、抑圧
よくあつ

と差別
さべつ

のない世界
せかい

、 

自由
じゆう

と 平
びょう

等
どう

の世界
せかい

を目指して
め ざ   

歩めます
あゆ      

ように。 
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みんな：御心
みこころ

が 行
おこな

われますように 

ひとり：あなたの御心
みこころ

、それはのけ者
もの

とされた人
ひと

がだれも切り捨てられる
き  す     

ことなく(ヨハ

よは

6：39) 

     かえって人
ひと

と人
ひと

とを結びつけ
むす      

、解放
かいほう

の主体
しゅたい

となって排除
はいじょ

の境 界
きょうかい

線
せん

を越える
こ   

こと。

(ルカ

るか

10：25-37[33-34]／マコ
まこ

2：13-17、23-28) 

   のけ者
もの

にされている人
ひと

たちと連帯
れんたい

し、排除
はいじょ

の壁
かべ

を取り除く
と   のぞ  

力
ちから

と勇気
ゆうき

を与
あた

えてくだ 

   さい。 

みんな：天
てん

におけるように地
ち

の上
うえ

にも 

ひとり：地上
ちじょう

で一番
いちばん

低い
ひ く  

ところを流れる
なが    

ヨルダン
よ る だ ん

川
がわ

で天
てん

が裂け
さ け

神
かみ

の息吹
いぶき

が鳩
はと

のようにイエス
い え す

 

に降りました
お    

。(マコ

まこ

1：9−11) 

     「低い
ひ く  

ところに立って
た   

天
てん

と地
ち

を御覧
ごらん

になる」神
かみ

は、今
いま

も「弱い
よわ  

者
もの

を塵
ちり

の中
なか

から起こし
お   

、 

乏しい
とぼ    

者
もの

を 芥
あくた

の中
なか

から高く
たか  

上げ
あ  

」ています。(詩篇

しへん

113) 

低み
ひ く  

から見直す
み な お  

ことで、神
かみ

の息吹
いぶき

と共 振
きょうしん

して「生きる
い   

者
もの

」となりますように。(創

そう

2：7) 

みんな：私たち
わたし   

に必要
ひつよう

な糧
かて

を、きょう与えて
あた    

ください。 

ひとり：必要
ひつよう

な糧
かて

とは、無条件
むじょうけん

の生存
せいぞん

の肯定
こうてい

の世界
せかい

。(マタ

また

20：1-15) 

     自己
じ こ

責任
せきにん

と自助
じじ ょ

努力
どりょく

の強 制
きょうせい

で、自己
じ こ

否定
ひてい

に陥る
おちい  

人
ひと

を生み出す
う  だ  

社会
しゃかい

にあって 

     生きる
い   

に 値
あたい

しないいのちはないことを示し
しめ  

、能率
のうりつ

や功績
こうせき

で人
ひと

を選別
せんべつ

し切り捨てる
き  す   

 

ことに対して
たい    

、抵抗
ていこう

する 力
ちから

を与
あた

えてください。 

みんな：私たち
わたし   

の負い目
お  め

をゆるしてください。 

私たち
わたし   

も自分
じぶん

に負い目
お  め

のある人
ひと

をゆるします。 

ひとり：たくさんもっている人
ひと

からの施し
ほどこ 

や助けを受ける
う   

ことで、負い目
お  め

を感じて
かん    

縮こまり
ちぢ      

、

黙らされて
だ ま       

きた人
ひと

がいることに目
め

を開かせ
ひら     

、その声
こえ

を聞かせて
き    

ください。(マコ
まこ

10：46-

52) 

    借り
か  

を受けたり
う    

与えたり
あた      

する関係
かんけい

から解放
かいほう

され、互い
たが  

の違い
ちが  

を豊かさ
ゆた    

として大切
たいせつ

に 

しあえますように。(マタ

また

18：21-35) 

みんな：私たち
わたし    

を誘惑
ゆうわく

にあわせず、 

ひとり：私たち
わたし   

にとっての誘惑
ゆうわく

は、神
かみ

と隣人
りんじん

への奉仕
ほうし

のためなら、権 力
けんりょく

を手
て

にすることは 

いいことだと考える
かんが    

ことです。(ルカ

るか

4：1-13) 

      また、「なにごとも争わず
あらそ   

、対立
たいりつ

せず、波風
なみかぜ

立てず
た   

に納めたい
おさ      

」との思い
おもい

で、傍観者
ぼうかんしゃ

で 
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いられる特権
とっけん

にとどまることも、大きな
おお    

誘惑
ゆうわく

です。 

     「思い上がる
おも   あ     

者
もの

を打ち散らし
う  ち   

、権 力
けんりょく

ある者
もの

をその座
ざ

から引き降ろし
ひ  お   

、身分
みぶん

の低い
ひく  

者
もの

を

高く
たか  

挙げる
あ   

」(ルカ
るか

１：51-52) 神
かみ

の働き
はたら 

につながらせてください。 

みんな：悪い
わる  

ものから救って
すく    

ください。 

ひとり： 私
わたし

たちのやさしさが、不正
ふせい

に満ちた
み   

体制
たいせい

を支える
ささえる

ことにならないように。 

      慈善
じぜん

の顔
かお

で弱い
よわ  

立場
たちば

にある者
もの

を抑圧
よくあつ

し差別
さべつ

する社会
しゃかい

の欺瞞
ぎまん

や不正
ふせい

とは、勇気
ゆうき

をもっ

て対決
たいけつ

する 力
ちから

を与えて
あた    

ください。 

多数
たすう

の者
もの

の安全
あんぜん

のため、社会
しゃかい

の規範
きはん

やしきたりに合わない
あ    

者
もの

をのけ者
もの

にし、現 状
げんじょう

 

を維持
い じ

しようとする世間
せけん

の同 調
どうちょう

圧 力
あつりょく

から離れ
はなれ

、抑圧
よくあつ

と差別
さべつ

のしくみから みなが 

解放
かいほう

されますように。(ルカ
るか

4：16-30)

 
------------------------------------------------------------------------------------ 

 

教会
きょうかい

委員会
いいんかい

より  

２０２４年
ねん

3月
がつ

3日
にち

（日
にち

）に 行
おこな

われた教 会
きょうかい

委員会
いいんかい

の報告
ほうこく

です 

＜典礼暦
てんれいれき

と行事
ぎょうじ

・活動
かつどう

＞ 

４月 ６日（土）福音
ふくいん

宣 教
せんきょう

部会
ぶかい

 

    7（日）復活
ふっかつ

節
せつ

第２
だい  

主
しゅ

日
じつ

（神
かみ

のいつくいみの主
しゅ

日
じつ

） 

        教 会
きょうかい

委員会
いいんかい

（連絡
れんらく

調 整
ちょうせい

会議
かいぎ

） 

 １４日（日）復活
ふっかつ

節
せつ

第３
だい  

主
しゅ

日
じつ

 

１２：３０～１３：３０ シスター弘田
ひろた

講演会
こうえんかい

（福音
ふくいん

宣 教
せんきょう

部会
ぶかい

） 

        ミサ
み さ

後
ご

１１：００～１２：３０ 聖堂
せいどう

にて 

        ※講演会後
こうえんかいご

に交流会
こうりゅうかい

があります。 

 ２１日（日）復活
ふっかつ

節
せつ

第 ４
だい   

主
しゅ

日
じつ

 

       １１：００ 講座
こうざ

「正義
せいぎ

と平和
へいわ

」浜崎師
はまさきし

 

       教 会
きょうかい

学校
がっこう
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２８日（日）復活
ふっかつ

節
せつ

第５
だい  

主
しゅ

日
じつ

 

       ９：００「マルコ
ま る こ

福音書
ふくいんしょ

を読む
よ  

」福音
ふくいん

宣 教
せんきょう

部会
ぶかい

 

       １５：００英語
えいご

ミサ
み さ

 

 

５月 ４日（土）福音
ふくいん

宣 教
せんきょう

部会
ぶかい

 

    ５日（日）復活
ふっかつ

節
せつ

第６
だい  

主
しゅ

日
じつ

 

         教 会
きょうかい

委員会
いいんかい

、典礼
てんれい

部会
ぶかい

 

   １２日（日）復活
ふっかつ

節
せつ

第 ７
だい   

主
しゅ

日
じつ

（主
しゅ

の昇 天
しょうてん

）※集 会
しゅうかい

祭儀
さいぎ

 

         １１：００ 講座
こうざ

「正義
せいぎ

と平和
へいわ

」浜崎師
はまさきし

 

         教 会
きょうかい

学校
がっこう

 

  １９日（日）聖霊
せいれい

降臨
こうりん

の主
しゅ

日
じつ

 

         COPドキュメンタリー
ど き ゅ め ん た り ー

「気候
きこう

危機
き き

が叫ぶ
さけ   

」上 映会
じょうえいかい

  

ミサ
み さ

後
ご

１１：００～１２：３０ 聖堂
せいどう

にて 

          ※12:30～13:00 同講演会
どうこうえんかい

 

  ２６日（日）三位
さんみ

一体
いったい

の主
しゅ

日
じつ

 フロレス
ふ ろ れ す

 デ
で

 マヨ
ま よ

 

         ９：００「マルコ
ま る こ

福音書
ふくいんしょ

を読む
よ  

」福音
ふくいん

宣 教
せんきょう

部会
ぶかい

 

         １５：００英語
えいご

ミサ
み さ

 ※英語
えいご

ミサ
み さ

にて洗礼式
せんれいしき

 

 

 

【報告
ほうこく

・検討
けんとう

事項
じこう

】 

「ワンコインサービス
わ ん こ い ん さ ー び す

」と「手芸
しゅげい

の会
かい

」が 協 力
きょうりょく

し、毎月
まいつき

ミサ後
み さ ご

に「ミニバザー
み に ば ざ ー

」を開催
かいさい

 

することを検討
けんとう

しております。 
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四
し

旬
じゅん

節
せつ

黙想会
もくそうかい

 「あなたという新
あたら

しい風
かぜ

が吹
ふ

いている」 

 

昨年
さくねん

１１月
  がつ

にミサ
み さ

司式
ししき

をして 頂
いただ

いた、イエズス
い え ず す

会
かい

の 林
はやし

尚
ひさ

志
し

神父
しんぷ

様
さま

を遠路
えんろ

はるばる下 関
しものせき

からお招
まね

きして、 私
わたし

たちの信仰
しんこう

を見
み

つめ直
なお

す機会
きかい

として、四
し

旬
じゅん

節
せつ

にふさわしいお 話
はなし

を 伺
うかが

うことができました。四人
よにん

の方々
かたがた

からの感想
かんそう

です。 

 

------------------------------------------------------------------------------------ 

 

「林
はやし

神父
し ん ぷ

様
さま

の黙想会
もくそうかい

に参加
さ ん か

して」 

松谷
まつや

 佳
よし

明
あき

 

 

 私
わたし

は、今回
こんかい

教 会
きょうかい

での黙想会
もくそうかい

に初めて
はじ    

参加
さんか

させてもらいました。黙想会
もくそうかい

と聞いて
き   

遠い
とお  

昔
むかし

の高校生
こうこうせい

のとき上石神井
かみしゃくじい

の神
しん

学校
がっこう

で２泊
  はく

３日
 か

での黙想会
もくそうかい

を思い出しました
おも    だ             

。その時
とき

は

「一日中
いちにちじゅう

参加者
さんかしゃ

達
たち

との会話
かいわ

は一切
いっさい

せず、講話
こうわ

を聞き
き  

、お祈り
  いの  

をし、講話
こうわ

の内容
ないよう

について黙想
もくそう

する」の繰り返し
く   かえ  

でした。短時間
たんじかん

でしたが「そのようなものかな」と思って
おも    

おりました。しかし

神父
しんぷ

様
さま

の講話
こうわ

のみで、黙想
もくそう

をするという時間
じかん

がなかったので驚 き ま し た
おどろ             

。 

 神父
しんぷ

様
さま

の体験談
たいけんだん

を交えた
まじ    

ウィット
う ぃ っ と

に富んだ
と   

お 話
   はなし

を大変
たいへん

面白く
おもしろ  

聞かせて
き    

いただきました。そ

の中
なか

で特
とく

に気
き

になった二
ふた

つを記
しる

します。 

一つ
ひと  

は、「本気
ほんき

のお祈り
  いの  

をする」とのお 話
   はなし

です。「本気
ほんき

とはどうすればよいか」よく分
わか

りませ

んが考えて
かんが     

みたいと思います
おも        

。また「日本
にほん

はお祈り
  いの  

が少ない
すく    

、大勢
おおぜい

の中
なか

で「あなたの息
いき

を

送って
おく    

下さい
くだ     

」と祈れば
いの    

周り
まわ  

の人
ひと

にも祈り
いの  

が届きます
とど       

。」とのお 話
   はなし

は興味深い
きょうみぶか  

ものでした。

難しい
むずか    

お祈り
  いの  

ではなく「あなたの息
いき

を送って
おく    

下さい
くだ     

」と祈れば
いの    

元気
げんき

を貰える
もら    

のでやってみてく

ださいとのことでした。 

もう一つ
ひと  

は、「人
ひと

はみんな 絆
きずな

を求めて
もと    

います。しかし一人
ひとり

ひとり生きた
い   

人生
じんせい

・環 境
かんきょう

・習 慣
しゅうかん

が違います
ちが      

。相手
あいて

との違い
ちが  

をよく知り
し  

、理解
りかい

してコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

をすることが大事
だいじ

。自分
じぶん

の

芯
しん

をしっかり持ち
も  

、相手
あいて

の芯
しん

と結ぶ
むす  

ことが必要
ひつよう

」とのお 話
   はなし

です。 

近年
きんねん

日本
にほん

には多く
おお  

の外国人
がいこくじん

が在 留
ざいりゅう

していますが、テレビ
て れ び

や新聞
しんぶん

でその人
ひと

達
たち

が日本
にほん

の

習 慣
しゅうかん

や言語
げんご

・いやがらせで苦労
くろう

しているとの報道
ほうどう

を見かけます
み     

。その人
ひと

たちをサポート
さ ぽ ー と

して

いる方
かた

も大勢
おおぜい

おられるようですが、私 た ち
わたし      

一人
ひとり

ひとりも違い
ちが  

を理解
りかい

し芯
しん

をぶつけ合える
  あ  

よ
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う努力
どりょく

する必要
ひつよう

を今
いま

更
さら

ながら考えさせられました
かんが                    

。 

 林
はやし

神父
しんぷ

様
さま

、意義深い
い ぎ ぶ か  

講話
こうわ

ありがとうございました。 

 

 

------------------------------------------------------------------------------------ 
 

「心
こころ

弾
はず

んだ」林
はやし

 尚
ひさ

志
し

神父
し ん ぷ

様
さま

ご指導
し ど う

の黙想会
もくそうかい

 

                             湯澤

ゆざわ

 三郎

さぶろう

 

聖堂
せいどう

を退
たい

出
しゅつ

する皆
みな

さんに笑
え

みがこぼれ、晴
は

れやかな顔
かお

が溢
あふ

れる「楽
たの

しい黙想
もくそう

会
かい

」でした。

聖霊
せいれい

に動
うご

かされた如
ごと

く、文字通
も じ ど お

り全身
ぜんしん

からほとばしり出
で

る 林
はやし

尚
ひさ

志
し

神父
しんぷ

様
さま

の言葉
ことば

は止
と

めどな

く、軽 妙
けいみょう

にして深
ふか

く、 私
わたし

たちの信仰
しんこう

の琴線
きんせん

を高鳴
たかな

らせて下
くだ

さいました。信仰
しんこう

の鼓動
こどう

が縦 横
じゅうおう

 

に揺
ゆ

さぶられた １時間
じかん

余
あま

りでした。しばしば思
おも

わず目
め

を拭
ぬぐ

い、耳
みみ

をそばだてたのは、神父
しんぷ

様
さま

の

造語
ぞうご

の妙
みょう

でした。 

曰
いわ

く「芯
しん

重
じゅう

」。人
ひと

の中心軸
ちゅうしんじく

には芯
しん

がありその芯
しん

を神
かみ

と重
かさ

ね合
あ

わせる。神
かみ

の芯
しん

に向
む

かって

ゆくことが「信
しん

向
こう

」。人
ひと

は元気
げんき

がよいという。元
もと

にあるのは気
き

ということ。 即
すなわ

ち、芯
しん

に気
き

がある。

自分
じぶん

は誰
だれ

とつながっているか。人
ひと

は誰
だれ

しもつながりを求
もと

めている。 

「会
かい

足
そく

」という言葉
ことば

がある。つながるためには対面
たいめん

で両 足
りょうあし

の向
む

きを相手
あいて

に向
む

き直
なお

ることが

大事
だいじ

。きちんと神
かみ

に向
む

き直
なお

ると何
なに

かが起
お

きる。神
かみ

の「発言
はつげん

」がキリ
き り

スト
す と

だ。聖書
せいしょ

のなかで次
つぎ

の

3か所
しょ

を「ラジカル
ら じ か る

」に読
よ

み直
なお

すことが大事
だいじ

だ。（ 私
わたし

の 拙
つたな

いメモ
め も

故
ゆえ

、加除
かじょ

修 正
しゅうせい

の要
よう

あり。） 

 

１．マルコ
ま る こ

第
だい

5章
しょう

（ラジカル
ら じ か る

の原義
げんぎ

は「大根
だいこん

」に発
はっ

して「根
ね

を深
ふか

く下
お

ろして芯
しん

をしっかりして立
た

つ」 

ことを意味
い み

する。既得
きとく

権益
けんえき

を守
まも

るための読
よ

み方
かた

を捨
す

てる。） 

２．サマリヤ
さ ま り や

の 女
おんな

の箇所
かしょ

-ヨハネ
よ は ね

第
だい

4章
しょう

（異邦人
いほうじん

との出会
で あ

いは違
ちが

いとの出会
で あ

い。違
ちが

いとの 

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

は 命
いのち

の交
まじ

わり。心臓
しんぞう

にも 4つの小
ちい

さな穴
あな

（channel）がありそれを 

通
つう

じる外
そと

との交 流
こうりゅう

が心拍
しんぱく

になる。小
ちい

さな穴
あな

が濃度
のうど

調 整
ちょうせい

をしている。異質
いしつ

の人
ひと

たちとの 

交 流
こうりゅう

も穴
あな

を通
つう

じた交 流
こうりゅう

と同
おな

じ。 命
いのち

の芯
しん

は交
まじ

わりである。相手
あいて

の人生
じんせい

の歴史
れきし

まで踏
ふ

み込
こ

 

んだ交
まじ

わりで「この人
ひと

は分
わ

かってくれる」信頼
しんらい

が得
え

られる。 

３．ヨハネ
よ は ね

第
だい

6章
しょう

（自分
じぶん

が食
た

べる前
まえ

に食
た

べられない人
ひと

の分
ぶん

を取
と

って渡
わた

す。奉献
ほうけん

とは捧
ささ

げもの 
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を誰
だれ

かと共 有
きょうゆう

すること。「 私
わたし

を食
た

べろ」という言葉
ことば

の芯
しん

を 考
かんが

える。キリスト
き り す と

の発言
はつげん

と 

行動
こうどう

に「足
あし

」を向
む

けて向
む

き直
なお

る。「 私
わたし

の傷
きず

に入
はい

って来
こ

い」とキ
き

リスト
り す と

は呼
よ

びかける。） 

日 常
にちじょう

に戻
もど

り神父
しんぷ

様
さま

の言葉
ことば

の端
はし

はしを思
おも

い出
だ

しつつ、気
き

が付
つ

くと黙想会
もくそうかい

冒頭
ぼうとう

で歌
うた

ったあ 

の聖歌
せいか

を口
くち

ずさんでいました。この黙想会
もくそうかい

に 与
あずか

れたお恵
めぐ

みに感謝
かんしゃ

！ 

あなたのいきをおくってください、すべてがあらたになるように・・・  

 

------------------------------------------------------------------------------------ 

 

目

め

から 鱗

うろこ

が落

お

ちた老爺

ろうや

 

去
さ

る３月
がつ

１０日
にち

（日曜日
にちようび

）ミサ後
み さ ご

、春
はる

の黙想会
もくそうかい

が 林
はやし

尚
ひさ

志師
し し

（イエズス
い え ず す

会
かい

）のご指導
しどう

の下
もと

で

行
おこな

われた。参加
さんか

させて 頂
いただ

いた雑感
ざっかん

を下記
か き

拙文
せつぶん

に記
しる

させて 頂
いただ

くが、 私
わたし

にとり「目
め

から 鱗
うろこ

」

がおちた体験
たいけん

であった。 

 まずは「違
ちが

いは多様性
たようせい

である。」とのお 話
はなし

（ご指導
しどう

）である。自己
じ こ

を 顧
かえり

み今
こん

後
ご

は相手
あいて

と意見
いけん

の相違
そ う い

が生
しょう

じる場合
ば あ い

には、謙虚
けんきょ

に耳
みみ

を傾
かたむ

ける様
よう

に心掛
こころが

けたい。今
いま

までの私
わたし

は赤面
せきめん

の至
いた

りで

ある。 

次
つぎ

は某
ぼう

介護
かいご

施設
しせつ

の職 員
しょくいん

が「私 達
わたしたち

が大切
たいせつ

にしているのはカイソク
か い そ く

です。」の一
ひと

言
こと

であった。

私
わたし

は職 員
しょくいん

が所属
しょぞく

しているのは組織体
そしきたい

なので「会則
かいそく

」遵 守
じゅんしゅ

するのは当然
とうぜん

のことと思
おも

いきや、

「いや利用者
りようしゃ

のほうに足
あし

を向
む

け身体
からだ

も 心
こころ

をも全身
ぜんしん

全霊
ぜんれい

で介護
かいご

する為
ため

に、利用者
りようしゃ

のほうに

爪先
つまさき

を向
む

ける「回
かい

足
そく

」です。」この 話
はなし

を聴
き

きまたまた赤面
せきめん

の至
いた

りである。 私
わたし

は相手
あいて

の正 面
しょうめん

に向
む

かっているだろうか？上
うえ

から目線
めせん

では無
な

いだろうか？大
おお

いに反省
はんせい

するところである。 

 又
また

師
し

は悲
かな

しい顔
かお

で「横須賀
よ こ す か

は米軍
べいぐん

や海 上
かいじょう

自衛隊
じえいたい

の軍艦
ぐんかん

が多
おお

いですね。あれは全
すべ

て 戦
いくさ

（い

くさ）をする為
ため

の船
ふね

、 即
すなわ

ち 戦
いくさ

船
ぶね

（いくさぶね）です。」と述
の

べられた。 心
こころ

から聖霊
せいれい

に「平和
へいわ

が

来
き

ますように、と何回
なんかい

も叫
さけ

ぶと聴
き

き入
い

れて下
くだ

さいます。」とも。 信
しん

じましょう。 

 師
し

のお 話
はなし

は多岐
た き

にわたっていたが、最後
さいご

に一
ひと

つ師
し

の意気込
い き ご

みを受
う

け取
と

ったことを紹 介
しょうかい

さ

せて 頂
いただ

く。社会
しゃかい

では「費用対
ひようたい

効果
こうか

」という言葉
ことば

はよく使
つか

われてきており、併
あわ

せて「時間対
じかんたい

効果
こうか

」

も使
つか

われている。もし「祈
いの

り」に対
たい

して効果
こうか

を 考
かんが

えるならば時間
じかん

の無駄
む だ

である。何故
な ぜ

なら、主
しゅ

は無限
むげん

で無償
むしょう

の「愛
あい

」そのものであるからである。 
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林
はやし

尚
ひさ

志
し

神父
し ん ぷ

様
さま

のお話
  はなし

をお伺い
   うかが   

して 

三浦
みうら

晴代
はるよ

 

 ８９歳
さい

にはとても見
み

えない、力 強
ちからづよ

いお 話
はなし

をして下
くだ

さった 林
はやし

神父
しんぷ

様
さま

のお元気
げんき

なお 姿
すがた

に

圧倒
あっとう

されました。ミサ
み さ

司式
ししき

の後
あと

、一時間
いちじかん

以上
いじょう

立
た

って歩
ある

きながら語
かた

られるお 姿
すがた

は 驚
おどろ

きでした。 

お 話
はなし

もバラエティー
ば ら え て ぃ ー

に富
と

んでいて、なかでも食 前
しょくぜん

に食事
しょくじ

が出来
で き

ない人
ひと

の為
ため

を思
おも

って 

「生
さ

飯
ば

（さば）」をするという仏 教
ぶっきょう

の作法
さほう

のことを初
はじ

めて 伺
うかが

い、はっとする思
おも

いでした。 

ミサ
み さ

の説 教
せっきょう

でも「芯
しん

」という言葉
ことば

を語
かた

られましたが、すべてのもの、人
ひと

、動物
どうぶつ

、草花
くさばな

など

自然界
しぜんかい

の被造物
ひぞうぶつ

、そして神
かみ

に向
む

き合
あ

うとき、芯
しん

を求
もと

めて 心
こころ

から向
む

き合
あ

い交
まじ

わることにより、

自分
じぶん

には成
な

し得
え

ないと思
おも

われることも成 就
じょうじゅ

していくのだと、神父
しんぷ

様
さま

自
みずか

らの体験
たいけん

を交
まじ

えて話
はな

されたので、とても勇気
ゆうき

づけられました。 
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福音
ふくいん

宣教
せんきょう

部会
ぶ か い

からのお知
し

らせ 

………… 責任

せきにん

をもって交

まじ

わりのうちに歩

あゆ

もう ………… 
 

フランシスコ
ふ ら ん し す こ

教 皇
きょうこう

の「責任
せきにん

をもって交
まじ

わりのうちに歩
あゆ

もう」という言葉
ことば

から、わたし

たち福音
ふくいん

宣 教
せんきょう

部会
ぶかい

では、今年
ことし

の目 標
もくひょう

を「横須賀
よ こ す か

の街
まち

に参加
さんか

すること」として企画
きかく

を立
た

てています。 

 

●去
さ

る３月
がつ

17日
にち

(日
にち

)には、三笠教会
みかさきょうかい

が会 場
かいじょう

となった『原子力
げんしりょく

空母
くうぼ

の配備
はいび

を問
と

う２０２

４キャンペーン
き ゃ ん ぺ ー ん

地域
ちいき

集 会
しゅうかい

』の開催
かいさい

に 協 力
きょうりょく

し、「横須賀
よ こ す か

市
し

の原子力
げんしりょく

艦
かん

に対
たい

する防災
ぼうさい

対策
たいさく

について」横須賀
よ こ す か

市
し

危機管理課
き き か ん り か

の出前
でまえ

トーク
と ー く

をはじめて聞
き

きました。 

 また、原子力
げんしりょく

空母
くうぼ

母港化
ぼ こ う か

の是非
ぜ ひ

を問
と

う住 民 投 票
じゅうみんとうひょう

を成功
せいこう

させる会
かい

の「原子力
げんしりょく

空母
くうぼ

の

配備
はいび

を問
と

う市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

の呼
よ

びかけ人
にん

になってください」という説明
せつめい

がありました。 

日曜
にちよう

ミサ
み さ

後
ご

で多
おお

くの人
ひと

が参加
さんか

でき、横須賀
よ こ す か

市
し

の出前
でまえ

トーク
と ー く

には真剣
しんけん

な質問
しつもん

があってよか

ったと思
おも

います。 

 

●シノドス
し の ど す

とは「共
とも

に歩
あゆ

む」という意味
い み

ですが、今
いま

の教 会
きょうかい

にはなにか物足
ものた

りなさや寂
さび

し 

さを感
かん

じるのは 私
わたし

だけでしょうか。教 会
きょうかい

には完璧
かんぺき

な人
ひと

たちばかりでなく、傷
きず

つき傷
きず

 

つけられた人
ひと

たちもいらっしゃいます。そのような人
ひと

たちを無意識
む い し き

のうちに無視
む し

や排除
はいじょ

 

をしていないだろうか。気遣
きづか

いや思
おも

いやりを持
も

って、誠実
せいじつ

に接
せっ

しているだろうか。 

私自身
わたしじしん

自戒
じかい

を込
こ

めて、意識
いしき

して生
い

きていきたいです。 

4月
がつ

14 日
  にち

(日
にち

)ベリス
べ り す

・メルセス
め る せ す

宣 教
せんきょう

修 道 女 会
しゅうどうじょかい

会員
かいいん

、シスター
し す た ー

弘田
ひろた

の講演会
こうえんかい

があり 

ます。 

シノドス
し の ど す

を深
ふか

く理解
りかい

しませんか。 

 

シスター
し す た ー

弘田
ひろた

講演会
こうえんかい

……シノドス
し の ど す

はわたしたちになにを求
もと

めているのか？ 

   ４月
がつ

14日
にち

(日
にち

)１１：００～１３：３０ 

   シノドス
し の ど す

に参加
さんか

されたベリス・メルセス
べ り す め る せ す

宣 教
せんきょう

修 道 女 会
しゅうどうじょかい

会員
かいいん

 弘田
ひろた

しずえさんに

お 話
はなし

を 伺
うかが

います。 
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●今後
こんご

の予定
よてい

 

（１）ＣＯＰ２７ドキュメンタリー
ど き ゅ め ん た り ー

上 映 会
じょうえいかい

＆講演会
こうえんかい

「気候
きこう

危機
き き

が叫
さけ

ぶ」 

   ５月
がつ

１９日
にち

(日
にち

)１１：００～１４：００ 

   ＣＯＰ２７の現場
げんば

を記録
きろく

したドキュメンタリー
ど き ゅ め ん た り ー

「気候
きこう

危機
き き

が叫
さけ

ぶ」の上 映 会
じょうえいかい

と

作成者
さくせいしゃ

 record1.5代 表
だいひょう

 山本
やまもと

大貴
だいき

さんの講演会
こうえんかい

です。 

（２）基地
き ち

のない、脱炭素
だつたんそ

の街
まち

ヨコスカ
よ こ す か

が達成
たっせい

されたら？ 

   フューチャーデザイン
ふ ゅ ー ち ゃ ー で ざ い ん

による平和
へいわ

産 業
さんぎょう

港湾
こうわん

都市
と し

横須賀
よ こ す か

の街
まち

づくり 

   ……「横須賀
よ こ す か

の地政学的課題
ちせいがくてきかだい

とはなにか？」開幕
かいまく

イベント
い べ ん と

 

   ６月
がつ

９日
  にち

(日
にち

)１１：００～１３：３０ 

   めざすものが達成
たっせい

された未来
みらい

から構想
こうそう

するフューチャーデザイン
ふ ゅ ー ち ゃ ー で ざ い ん

の発想
はっそう

で基地
き ち

の 

ない脱炭素
だつたんそ

の街
まち

ヨコスカ
よ こ す か

を住 民
じゅうみん

自治
じ ち

の立場
たちば

からデザイン
で ざ い ん

したらどうなるのか、 

パネルデスカッション
ぱ ね る で ぃ す か っ し ょ ん

により関係者
かんけいしゃ

に語
かた

っていただきます。 

    司会
しかい

：呉東
ごとう

正彦
まさひこ

さん 

パネリスト
ぱ ね り す と

：高野
たかの

 聡
さとし

さん・新倉
にいくら

裕史
ひろし

さん・鈴木
すずき

陸郎
りくろう

さん・浜崎
はまさき

眞実
まさみ

師
し

 

 

(三戸
さんど

 良枝
よしえ

) 

 

 

〈信徒
し ん と

の近況
きんきょう

〉 

― 転入者
てんにゅうしゃ

のご 紹 介
しょうかい

― 

マリア
ま り あ

・フランチェスカ
ふ ら ん ち ぇ す か

・セシリア
せ し り あ

 福島
ふくしま

恵子
けいこ

さん 

ロンドン
ろ ん ど ん

 ケンジントン
け ん じ ん と ん

教 会
きょうかい

より転 入
てんにゅう

 

 

 

― 帰天
きてん

のお知らせ
 し   

 ― 

マリア
ま り あ

・ヨゼフィーナ
よ ぜ ふ ぃ ー な

 土門
どもん

 静江
しずえ

さん 2月 26日 帰天
きてん

 

 

 


